
○ 目的や必要に応じて、大事な言葉や文を見つけ、要約する力 
 

第３・４学年国語科学習指導案 
日 時 平成２７年１０月２９日（木）５校時 
対 象 ３年生 ８名 （４年生 ７名） 
指導者 佐藤 宏往  

１ 単元名  はたらく犬について調べよう 
２ 教材名  「もうどう犬の訓練」  東京書籍３年下 
３ 単元について 
（１） 児童について 

 
（２）単元で身につけたい力 

以上のことを踏まえ、本単元でつけたい力を次のように考えた。 
 
 

  なお、本単元では、これらの力をつけるために、「はたらく犬Ｑ＆Ａブック」を作り、身近な人に

紹介する活動を設定した。 
「はたらく犬Ｑ＆Ａブック」の問題は、意味段落の小見出しをもとにする。また、答えは意味段落

の要約文である。また、読む人に、分かりやすく簡単に、はたらく犬のことを知ってもらえるよう、

観  点 実      態      等 
学習活動の経緯 ・５月に「自然のかくし絵」で、段落ごとの内容をとらえながら読み取ることを

学習した。 
・９月の「「ほけんだより」を読みくらべよう」では、二つの文章を読み比べ、事

柄の取り上げ方や説明の仕方の違いをとらえることを学習してきた。 
読み取りの状況 ・読み取りの学習に対し、意欲的に取り組もうとする児童が多い。 

・段落の意味を理解しながら、内容を読み取ったり進んで自分の考えや感想を述

べたりすることができる。 
・段落ごとに書かれていることを読み取り、大事な言葉や文を見つけて短くまと

める力は十分とはいえず、文章全部を抜き書きしたり問いに対しての答えが不

正確であったりする児童が見られる。さらに、指示語の内容を指摘するのも苦

手である。（ＮＲＴの結果から） 
・調べたいことについて、事典や図鑑を読んで内容を短くまとめる経験はあまり

ない。 
その他 ・複式学習では、間接指導の際でも学習リーダーを中心に自分たちで学習が進め

られるようになってきた。 

学習指導要領と

の関連 
Ｃ読む 
（１）エ 目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しながら読み、文章

などを引用したり要約したりすること。 
イ 目的に応じて、中心となる語や文を捉えて段落相互の関係や事実と意見

との関係を考え、文章を読むこと。 
本教材の特色と

活用 
本教材は犬の特長と盲導犬の定義が述べられた後に、具体的な訓練の内容や心構

えが訓練の段階の順番に説明されており、文章全体の構造が分かりやすくなってい

る。教科書の手引きでは、文章読解後、教材文を読んで興味をもったことを調べ、

分かったことを書いてまとめる学習へとつながっていく。本教材では、段落ごとや

文章全体の内容をとらえるだけでなく、知りたいことが書かれているところについ

て短くまとめる活動を取り上げている。  
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１００字以内で要約させたい。また、はたらく犬についてさらに知りたいことを決め、調べたことを

文章にまとめ紹介する。この活動で、紹介するために大事な言葉や文を見つけたり、言葉を補ったり

しながら短くまとめる力が必要になる。 
これらは指導事項エの「目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しながら読み、文章な

どを引用したり要約したりすること。」につながる。読み取ったことや調べたことを必要に応じて使

いながら、文章を短くまとめたりすることが求められる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）指導にあたって 

① 【自分の考えをもたせる読解のための活動について】西中学校区視点１ 
・学習の効率化を図るために、児童には学習シートを用意する。 
・意味段落の中にある、大事な言葉や文を見つけ、サイドラインを引かせる。 
・要約の仕方のモデルや手引きを示す。 
・進んで図鑑や事典から必要な情報を得られるようにするために、コーナーを設けておく。 

② 【伝え合う活動について】西中学校区視点２ 
・学習リーダーを中心に小グループでの学び合いの場面を設定する。 
・教えられることが書かれているか、言葉を正しく付け加えたり補ったりして書いているか、話

し合いの視点をもたせる。 
 
４ 単元指導計画 
（１）単元の目標と評価 

単元の目標 ・大事な言葉や文を見つけながら読み、書かれている内容を要約することができる。（エ） 
・はたらく犬について関心を持ち、いろいろな資料を進んで読み、調べようとする。 
・文章を読み、指示語や接続語の役割を理解することができる。イ（ク） 

評価規準 国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解 
はたらく動物について関心

を持ち、いろいろな資料を読

んで調べようとしている。 

大事な言葉や文を押さえ、書

かれている内容を短くまと

めながら読んでいる。（エ） 

指示語や接続語が文と文と

の意味のつながりに果たす

役割を理解している。 
イ（ク） 

  「はたらく犬 Q＆A ブック」例   
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（２）学習計画（全１２時間） 

５ 本時の指導 
（１）目標 訓練の内容を分かりやすく要約して、「Ｑ＆Ａブック」にまとめることができる。 
（２）評価規準と具体の評価規準 

 時 学習内容 読み取りのための活動 主な評価規準 
つ

か

む 
１ 

教材文を通読し感想を出し合い、

教師作成のＱ＆Ａブックを見せ、単

元のゴールを確認する。 

教師作成のＱ＆Ａブックを

提示し、関心をもたせる。 
並行読書について知る。 

《評価規準》 
【関】はたらく犬に関心を

持ち、教材文の内容に興味

を持って読もうとしてい

る。 2 
Ｑ＆Ａブック感想や考えたこと

を話し合い、学習計画を立てる。 
感想を話し合い訓練の内容

を要約する計画を立てる。 

わ

か

る 
3 

書かれていることをたしかめ、小

見出しを考える。 
文章構成表と本文を比べな

がら、書かれている内容を確

認する。 

【読】順序や期間を表す言

葉や文を手がかりに、文章

の組み立てを捉えている。 

4 

「Ｑ＆Ａブック」のモデル例と①～

③段落とを読み比べ、もうどう犬の

定義について要約する。 

もうどう犬の仕事、定義に

ついて書かれているところを

見つけ短くまとめる。 

【読】大事な言葉や文を手

がかりに盲導犬の定義を要

約している。 

5 

「Ｑ＆Ａブック」例と④～⑧段落と

を読み比べ、初めの訓練について要

約する。 

「なか」の部分から初めの訓

練について短くまとめる。 
【読】大事な言葉や文を手

がかりに盲動犬の訓練を要

約している。 
【言】教材文を読んで、指

示語や接続語の役割を理解

している。 
 

6 

本

時 

⑨～⑫段落を読み、次の訓練につ

いて要約する。 
「なか」の部分から次の訓練

について短くまとめる。 

７ 

⑬～⑯段落を読み、選択した内容

を要約する。（もうどう犬の心得・

しあげの訓練・もうどう犬のまと

め） 

「なか」「おわり」から要約す

る箇所を選択し、訓練につい

て短くまとめる。 

ふ

か

め

る 

8 

 

調べたい「はたらく犬」を決め、

どのことについて知らせたいのか

を考える。 

「はたらく犬」について、知

りたいことをメモに書きこ

む。 

【関】はたらく犬について

関心を持ち、進んで調べよ

うとしている。 

９

10 

調べたい「はたらく犬」に関連す

る本や資料を読み、紹介するために

必要な言葉や文を書き抜く。 

調べたことをもとに「はた

らく犬Ｑ＆Ａブック」を書く。 
【読】調べて分かったこと

を整理して、紹介するため

に大事な言葉や文を落とさ

ないように要約している。 
11 

調べて分かったことを「Ｑ＆Ａブ

ック」にまとめる。 

12 

「Ｑ＆Ａブック」を互いに読み合

い、学習を振り返る。 
 【読】「Ｑ＆Ａブック」を読

み合い分かりやすく要約で

きたか確かめ合っている。 

評価規準 評価方法 具体の評価規準 
努力を要する児童への 

具体的な支援 
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（３）展開 

段階 学 習 内 容 
◇読み取りのための活動 
・期待される児童の反応 

・指導上の留意点 
《評価》 

形態 

 
導

入 
 
８

分 

１ 本時の学習課題を確認する。 
 
 
２ 学習の見通しを立てる。 
 

 
 
 
◇Ｑ＆Ａブックにまとめること

を確認する。 
◇要約の仕方を確認する。 
 

・学習計画における

本時の場面を確認す

る。 
 
 
 

共

通

指

導 
８

分 

 
 
 
 
 
展 
     
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
31
分 

３ 段落を確かめ、次の訓練で「ど

ういうことを教えられるか」が

書かれている文や言葉をさが

す。 
 
 
４ 次の訓練の内容を短くまとめ

るうえで、必要な言葉や文を話

し合い、「人を安全にみちびく訓

練」の内容を簡潔に要約する。 
 
 
 
５ Ｑに対する答えをグループご

とに伝え合う。 
  
 
６ 本時の課題についてまとめ

る。 
 
 
 
 
７ はたらく犬について自分が知

りたいことを調べる。 

◇本文にサイドラインを引く。 
◇国語リーダーが中心となる。 
・必要な言葉は「人を安全にみち

びく訓練」「あぶないものの前で

とまる」「よけて進む」「きけんな

命令にはしたがわない」 
 
・「～ことも教えられます。」とい

う文は必要。 
◇モデルをもとに要約する。 
 
 
 
◇要約文を比べ、次の訓練で教え

られることが書かれているか検

討する。 
 
◇伝え合いをふまえ、自分なりに

要約文をシートに書き込む。 
 
 
 
 
◇知りたいことを調べるために

並行読書をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《評価》 
次の訓練で教えられ

ることを入れて、言

葉を付け加えたり補

ったりしながら要約

しているか。 
（学習シート） 
 
 
 
 

 
 
間

接

指

導

13
分 
   
 
 
 
 
 
直

接 
指

導 
13 
分 
 
 
間

接

指

導 
5 分 

大事な言葉や文を手が

かりに盲動犬の訓練を

要約している。 

学習シート

発言 
次の訓練で教えられること

を入れながら、言葉を付け加

えたり補ったりして要約し

ている。 

・要約文のモデルや書き出しを

提示する。 
・「教えられる」ことに気をつけ

て大事な文を見つけさせる。 

次の訓練の様子を「Ｑ＆Ａブック」にまとめよう。 
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終

末 
 
６

分 

８ 学習の振り返りをする。 
 
９ 次時の学習内容を知る。 
 

◇学習シートに振り返りを書き

込む。 
・次時は、各自要約

する部分を選んで短

くまとめる学習して

いくことを予告す

る。 

共

通

指

導 
６

分 
 
 
 
（４）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
う
ど
う
犬
の
訓
練 

か
だ
い 

 

次
の
訓
練
の
様
子
を
「
Ｑ
＆
Ａ
ブ
ッ
ク
」
に 

ま
と
め
よ
う
。 

 

人
を
安
全
に
み
ち
び
く
訓
練 

 

教
え
ら
れ
る
こ
と 

 
 

・
あ
ぶ
な
い
も
の
の
前
で
と
ま
る 

 
 

・
そ
れ
を
よ
け
た
り
す
る 

  
 

・
使
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て 

 
 
 
 
 

き
け
ん
な
命
令
に
は
し
た
が
わ
な
い 

 

要
約
（
モ
デ
ル
） 

人
を
安
全
に
み
ち
び
く
訓
練
で
は
、 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
教
え
ら
れ
る
。 

ま
と
め 

人
を
安
全
に
み
ち
び
く
訓
練
で
は
、
あ
ぶ
な
い
も
の

の
前
で
止
ま
っ
た
り
、
そ
れ
を
よ
け
て
進
ん
だ
り
す
る

こ
と
や
使
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
き
け
ん
な
命
令
に
は

し
た
が
わ
な
い
こ
と
も
教
え
ら
れ
る
。 
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第３・４学年国語科学習指導案 
日 時 平成２７年１０月２９日（木）５校時 
対 象 （３年生 ８名） ４年生 ７名 
指導者 佐藤 宏往  

１ 単元名  くらしの中にある「和」と「洋」を調べよう 
２ 教材名  「くらしの中の和と洋」  東京書籍４年下 
３ 単元について   
（１） 児童について 

（２）単元で身につけたい力 

 以上のことを踏まえ、本単元でつけたい力を次のように考えた。 

 なお、本単元では、これらの力をつけるために「くらしの中の和と洋ブック」を作り、先生や家族な

どの身近な大人に紹介したり、友達と交流したりする活動を設定した。 
「くらしの中の和と洋ブック」では、和室と洋室の良さを紹介するために、それぞれの良さを述べた

観  点 実      態      等 
学習活動の経緯 ・説明文については、５月に「ヤドカリとイソギンチャク」の学習を行い、要点

をまとめたり、段落と段落の関係を捉えたりする学習を行った。 
・９月には「広告と説明書を読み比べよう」を学習し、目的による表し方の違い

や述べ方の工夫をとらえることを学習してきた。 

読み取りの状況 ・物語や説明的な文章を読み取ることに対して意欲的である。 
・主語や述語、修飾語を見つけたり、文脈から適切な接続語を指摘したりするこ

とができる。 
・例という概念が理解できていなかったり、文章の構成を正しくとらえられてい

なかったりした児童もいる。また、条件に即し文章を要約する問題に対して、

文をまとめられなかったり主述の関係を正しくとらえてられなかったりした児

童が見られた。（ＮＲＴの結果より） 
・必要な情報を読み取り、要約したり必要に応じて引用したりする経験は少ない。 

その他 ・複式学習では、間接指導の際でも学習リーダーを中心に自分たちで学習が進め

られるようになってきた。 
・自分の考えに固執し、考え方の視点を切り替えたり、気持ちを切り替えたりす

るまでに時間を要する児童もいる。 

学習指導要領 
との関連 

Ｃ読む 
（１）エ 目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しながら読み、文章

などを引用したり要約したりすること。 
イ 目的に応じて、中心となる語や文を捉えて段落相互の関係や事実と意見

との関係を考え、文章を読むこと。 
本教材の特色と

活用 
本教材は、序論（はじめ）・本論（中）・結論（おわり）という典型的な形態をと

っているため、児童にとっても文章構成がとらえられやすいと考えられる。本論部

分はさらに３つに分けられ、大きな違いについて述べた後に、違いとそれによる良

さの具体例が並列で書かれている。和と洋を対比して述べている点に文章の特徴が

ある。文章読解後、暮らしの中の日本の文化と外国の文化について調べ、分かった

ことを、引用の仕方などに気をつけて文章化していく活動を取り上げている。よっ

て、必要な情報を読み取り、要約したり引用したりする経験を補える教材と考えら

れる。 

○ 目的や必要に応じて文章から情報を読み取り、引用したり自分の言葉で要約したりする力 
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文を引用したり、要約したりする。さらに、経験をもとにした自分の考えを加えることにより、良さを

分かりやすく伝えることができる。また、身の回りの和と洋について調べ、引用したり要約したりしな

がら文章にまとめることでさらに情報を読み取り、自分の言葉で要約する力をつけることができる。 
これらは、指導事項エ「目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しながら読み、文章など

を引用したり要約したりすること。」につながる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）指導にあたって 

①【自分の考えをもたせる読解のための活動について】西中学校区視点１ 
・文章構成や意味段落の内容をとらえやすくするため、中心となる語「和」「洋」、「和室」「洋室」

等に、色分けしながらサイドラインを引かせる。 
・「引用文」「要約文」を色別のカードに書き込み、構成を視覚化させる。 
・進んで図鑑や事典から必要な情報を得られるようにするために、コーナーを設けておく。 

②【伝え合う活動について】西中学校区視点２ 
・洋室の使い方の良さについての考えを持てるように、どんな部屋か、どんな目的で、どんな作

りで、どんな良さがあるか視点をあたえる。 
・学習リーダーを中心に小グループでの学び合いの場面を設定する。 

   
４ 単元指導計画 
（１）単元の目標と評価 
単元の目標 ・暮らしの中の「和」と「洋」の違いに関心を持ち、目的に応じて引用したり要約 

したりして、「くらしの中の和と洋ブック」を作ろうとする。 

・何をどのように比べているかを読み取り、調べたことを目的に応じて引用したり要約

したりすることができる。（エ） 

・段落相互の関係に注意しながら、指示語や接続語の役割を理解し、自分で文章 

を書く際に用いることができる。（イ） 

評価規準 国語への関心意欲態度 読 む 能 力 言語についての知識・理解 
暮らしの中｢和｣と｢洋｣の

違いに関心を持ち、目的

に応じて引用したり要約

したりして｢くらしの中

の和と洋ブック｣を作ろ

うとしている。 

・｢和室｣と｢洋室｣をどのように

比べているのかに注意して読

んでいる。 

・自分の考えを述べたり調べた

ことを紹介したりするために、

必要な部分を引用したり要約

したりしている。（エ） 

段落相互の関係に注意し

ながら、指示語や接続語の

役割を理解し、自分で文章

を書く際に用いている。 
（イ） 

表 紙 

５・６ページ目 各自の和と洋 

３・４ページ目 使い方の良さ 

く
ら
し
の
中
の 

和
と
洋
ブ
ッ
ク 

１・２ページ目 過ごし方の良さ 

「くらしの中の和と洋ブック」例 
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（２）学習計画（全１２時間） 

 
５ 本時の指導 
（１）目標 洋室の良さについて、文章を引用したり要約したりしてまとめることができる。 
（２）評価規準と具体の評価規準 

 時 学習内容 読み取りのための活動 主な評価規準 
つ

か

む 
 

１ 

身近な「和」と「洋」について

発表し合い、「くらしの中の和と洋

ブック」を提示し、単元のゴール

を確認する。 

教師作成の和と洋ブック

を提示し、身近な「和」と

「洋」への関心をもたせる。 
並行読書について知る。 

【関】生活の中の「和」と「洋」

に関心を持ち、意欲的に学習

活動に取り組もうとしてい

る。 
 

2 
教材文を読み、感想を話し合い、

学習の計画を立てる。 
形式段落をおさえる。 

 
わ

か

る 
 
 
 
 

3 

文章構成を話し合い、問いと答

え、中が３つに分けられることを

確認する。 

始め・中・終わりに分け

る。小見出しを考えてシー

トに書き込む。 

【読】教材文を読んで構成を

とらえ、どのような点から和

室と洋室の良さを比べてい

るかを読み取っている。 
4 

和室の過ごし方の良さについ

て、引用したり要約したりしてま

とめる。 

モデル文を参考に和室の

部屋での過ごし方の良さを

短い文章でまとめる。 

５ 

洋室の過ごし方の良さについて

引用したり要約したりしてまとめ

る。 

モデル文を参考に洋室の

部屋での過ごし方の良さを

短い文章でまとめる。 

【読】教材文から読み取った

ことと自分の考えを、教材文

を引用したり要約したりし

ながらまとめている。 
 
【言】指示語や接続語の役割

を理解し、自分で文章を書く

際に用いている。 

6 

本 

時 

洋室の使い方の良さについて引

用したり要約したりしてまとめ

る。 

モデル文を参考に小グル

ープで洋室の使い方の良さ

を短い文章でまとめる。 

7 

 

和室の使い方の良さについて引

用したり要約したりしてまとめ

る。 

モデル文を参考に和室の

良さを各自文章でまとめる。 

ふ

か

め

る 

8 

 

暮らしの中にどのような「和」と

「洋」があるかを考えて、調べる

ことを決める。 

調べたい「くらしの中の

和と洋」を選び、必要な事

柄をメモに書きこむ。 

【関】和と洋について調べる

ことに関心を持ち、知りたい

ことを進んで調べようとし

ている。 
【読】調べて分かったことを

整理して、紹介するために大

事な言葉や文を落とさない

ように要約している。 

9 
調べたいことを選び、必要な情

報を集める。 

10 

11 

教材文の構成を手がかりに「く

らしの中の和と洋ブック」にまと

める。 

調べたことをもとに「く

らしの中の和と洋ブック」

を書く。 

12 調べたことを交流し合う。  

評価規準 評価方法 具体の評価規準 
努力を要する児童への具体的

な支援 
教材文から読み取ったこ

とと自分の考えを、教材文

を引用したり要約したり

しながらまとめている。 

学習シート

発言 
洋室の使い方の良さについ

て、文章を引用したり要約し

たり、自分の考えを加えたり

してまとめることができる。 

・良さに線を引かせ、その前

後に気をつけて読ませる。 
・まとめ方のモデルを提示す

る。 
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（３）展開 

形態 学 習 内 容 
◇読み取りのための活動 
・期待される児童の反応 

・指導上の留意点《評

価》 
段階 

共

通

指

導 
８

分 

１ 本時の学習課題を確認する。 
 
 
 
２ 学習の見通しを立てる。 

 
 
 
 
◇和と洋ブックにまとめること

と、読み取るための方法を確認

する。 

・学習計画における本

時の場面を確認する。 
 
 
 

 
導

入 
 
８

分 

 
 
直

接

指

導

13
分 
 
 
 
 
 

３ 洋室の使い方の良さをまとめ

る。 
・⑪～⑫段落を微音読し、使い方

の良さが書かれている文はどこ

か考える。 
・見つけた良さ（引用文）をそれ

ぞれカードに書き込む。 
 
・洋室の使い方の良さを要約する。 
 
４ 自分の経験をもとにした洋室

の使い方の良さついて考える。 
 
 
５ 自分の経験をもとにした洋室

の使い方の良さついて考えを交

流しあう。 
 
 
６ 交流をふまえ、洋室の「使い

方の良さについて文章にまとめ

る。  
 
 
 
７ 本時の課題についてまとめ

る。 

 
 
◇小グループごとに使い方の良

さを読み取り、洋室の使い方の

良さ（引用文）を赤いカードに

書き込む。 
 
 
◇要約した文を青いカードに書

き込む。 
 
◇「どの部屋が」「どんな目的で」

「どんな作りになっているか」

「どんな良さがあるか」経験を

もとに考えをもつ。 
◇国語リーダーを中心に行う。 
◇洋室の使い方の良さに沿った

内容か検討する。 
 
 
 
◇文型を例示し、短くまとめさせ

る。 
 
 

・家庭学習で良さを見

つけ、サイドラインを

引いてくる。 
・それぞれの良さに着

目しながら微音読さ

せる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《評価》 
洋室の使い方の良さ

について、文章を引用

したり要約したり、自

分の考えを加えたり

してまとめているか。 
（学習シート） 

 
 
 
 
 
展 
     
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
31 
分 

 
間

接 
指

導 
13
分 
 
 
直

接

指

導

5 分 

共

通

指

導 
６

分 

８ 学習の振り返りをする。 
 
９ 次時の学習内容を知る。 
 

◇学習シートに振り返りを書き

込む。 
・次時は、和室の使い

方の良さを要約し、ブ

ックにまとめていく

ことを予告する。 

終

末 
 
６

分 

 

洋室の使い方の良さを「くらしの中の和と洋ブック」にまとめよう。 
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（４）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
ら
し
の
中
の
和
と
洋 

 
 
 
 

 
○課E

A 

洋
室
の
使
い
方
の
良
さ
を
「
く
ら
し
の 

中
の
和
と
洋
ブ
ッ
ク
」
に
ま
と
め
よ
う
。 

 
 

  
 
 
 
 

 
     

（
〇
〇
ペ
ー
ジ
）
と
、
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

つ
ま
り 

  
 

 
 
 
 
 
 

 

        
 

と
思
い
ま
し
た
。 
  
 
 
 
 
 
 

 
 

「
洋
室
は
、
部
屋
で
何
を
す
る
か
が
は
っ
き
り
し
て

い
て
、
そ
の
た
め
に
使
い
や
す
く
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
」 

洋
室
は
、
部
屋
で
何
を

す
る
か
が
は
っ
き
り
し

て
、
使
い
や
す
い
と
い

う
良
さ
が
あ
る
。 

  

寝
る
時
に
は
、
す
ぐ
に
横
に

な
れ
る
ベ
ッ
ド
が
置
か
れ

て
い
る
洋
室
の
方
が
い
い
。 

洋
室
は
、
目
的
に
合
わ

せ
て
使
い
や
す
く
つ
く

ら
れ
て
い
る
と
い
う
良

さ
が
あ
る
。 

  

食
事
を
す
る
時
に
は
、
イ
ス

に
座
っ
て
楽
な
姿
勢
で
食

べ
ら
れ
る
洋
室
の
方
が
い

い
。 

使い方の良さ 
（引用するところ） 要約文 自分の考え 

4 年－5 
 


